
令和５年度 鳥取県東部における
熱中症の搬送者数について



令和4年（4月25日～10月2日）
（人） 搬送人員数 死亡 重症 中等症 軽症 乳幼児 少年 成人 高齢者

累計 555 1 11 246 288 2 72 165 316

うち東部 195 0 2 84 102 0 34 67 94

うち中部 123 0 2 61 58 0 19 31 73

うち西部 237 1 7 101 128 2 19 67 149

（人） 搬送人員数 死亡 重症 中等症 軽症・その他 乳幼児 少年 成人 高齢者

累計 633 3 24 255 351 5 79 157 392

うち東部 262 0 14 109 139 1 31 66 164

うち中部 126 1 4 51 70 0 13 28 85

うち西部 245 2 6 95 142 4 35 63 143

令和5年（5月1日～10月1日） 約1.74倍増加

鳥取県東部の搬送者について令和4年と本年を比較すると、本年の高齢者の救急搬送

人員数R4年度より1.74倍増加した。また、重症事例がR4年の7倍発生した。

少年及び成人の搬送者数は横ばいであったが、乳幼児の搬送があった。

鳥取県 熱中症による救急搬送状況

鳥取県危機管理ポータルサイト
「鳥取県の危機管理」熱中症による救急搬送状況より

7倍増加


